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1は じめ に

20世 紀 はその前半部分 を第1次,第2次 という世界大戦 で覆われ,そ の後半部

分は冷戦 という脅威に晒されてきた。 しかも,共 産主義革命が世界のい くつかの地

で成功 したことも加わって,「20世 紀 は戦争 と革命の世紀」 といわれた。 もちろん,

その世紀には驚異的な科学 ・技術の発展 もあり,人 類の生活,文 明は飛躍的に豊か

になった。 しかし,全 体 としては,戦 争 とい う暗い影がその世紀 につきまとってい

たことは否定できないであろう。

こうしたことから,人 々は,21世 紀 になれば平和 な,幸 福 な時代になる。いな,

その ようにしていかな くてはな らないという希望と決意に燃えた。だが無残にも,

人 々の こうした願望 を踏みに じるかのように,21世 紀 に入って間 もな く,地 域紛

争や民族戦争,内 乱な どが多発 した。2001年9月11日 には,ア メ リカで大規模 な

テロが発生 し,「文明の衝突」の実現か と危惧 されたのである。

しかも,こ うした戦争やテロの危機だけではなく,人 類 は今,環 境破壊,経 済格

差,エ ネルギー ・食糧問題な ど,地 球的な問題群に直面 している。こうしたアポリ

ア(難 問)を 解決 し,21世 紀 を断 じて,「 平和 と繁栄の世紀」 に してい くことが,

今 日,切 実に求められている。そのための方途を模索することが喫緊の課題なので

ある。

その際,重 要なことは,人 類の連帯である。問題点 を共有 し,協 力 してその解決

にあたろうとする協調の精神を世界の人々の問に酒養することが不可欠となる。人

類は今,か ってないほ どの連帯 を協調の紐帯の上に立脚することを求められてい

る。そのためには,人 々の問に,相 互に信頼 と友情の念 を沸 きいだし,将 来に対す

る崇高なビジョンを掲げて,そ れ を多 くの人々が共有 して,共 に解決に向かって尽

力 してい く姿勢が要請される。この意味で人類の明るい未来をめざして,人 々を率

いてい くリーダーの存在 は不可欠であろう。

こうした状況を考えると,今 日,池 田先生の平和思想が注 目を浴 びていることは

刮目に値 しよう。多 くの政治家,知 識人,大 学 ・研究機関,そ して個人が,池 田先

生の平和思想 に関心 を寄せ本格的な研究に着手している。2008年1月17日 ,池 田

先生 に 「名誉博士号」 を授与 した北中米最古の学府,創 立470年 の歴史を誇る中米

ドミニカ共和 国の国立 「サントドミンゴ自治大学」のレイナ総長は語った。「なぜ

池田先生に最高の栄誉を贈るのか。核兵器による脅威など,人 類 は,危 機的状況に
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さらされています。それは時代を経るごとに,ま すます緊迫 して きています。だか

ら私たちは池田先生に栄誉を贈るのです。なぜなら,池 田先生の思想を早急に実行

していかなければならないことを世界に訴えたいからです」1)と。

こうした言葉に代表されるように,今,池 田先生の平和思想は世界に広 まり,多

くの人々に受け入れ られてい る。ここでは,池 田先生の平和思想が どのように世界

で受容されているのか,そ れはなぜなのか,そ して,ど のようなところで池田先生

の平和思想が,人 類の問題 を解決す る鍵 となっているのか,こ うした点に焦点をあ

てなが ら論を展開していくことにする。

2.世 界 から評価 される池田平和思想

今 日,池 田先生 の平和 思想 は世界 に広 ま り,世 界 か ら高い評価 を えてい る。先 生

の業績 は,こ れ まで いか な る人 もな しえなか った もの であ り,ま た,こ れか らの時

代 にお いて も再現 が 困難 であ ろ う とい って もよい。で はその 業績 とは何 か,主 な も

のに限 って4点 指摘 して お こ う。

1)仏 教 を世界192力 国 ・地域 に流 布

第1に,仏 教 を192力 国 ・地域 に広 めた こ とであ る。今 日,宗 教 の分 布 を大 まか

な数字 で 指せ ば,キ リス ト教(カ トリックとプロテス タン ト合 わせて)が20億 人,イ

ス ラム教 が13億 人,仏 教 は6億 人 とい わ れて い る。 この うち,キ リス ト教 や イス

ラム教 が世界 にほぼ満遍 無 く広 まって い るの に対 し,仏 教 は偏 りが あ る。 ア ジアが

中心 なの であ る。 もちろ ん仏 教 を研 究 した り,趣 味 で取 り組 んで いる人 は世界 に も

い るが,生 活の指針 とし,真 剣 に信 仰 の対象 と して実践 してい る人 とい う と限 られ

た数 に なって しまうであ ろ う。池 田先 生 は,こ の仏 教 を192力 国 ・地域 に広 め,し

か も,そ れ を単 なる研 究 や趣 味 の対象 と してで は な く,生 活 の基盤 とし,生 きた宗

教 と して,各 地 に定着 させ て いるの であ る。 歴史 上,か って これほ どまで仏教 が世

界 に広 まった例 は ない。 文 字通 りに仏教 を 「世 界 の宗 教 」 に と発 展 させ たの で あ

る。

仏教 は,生 命 論 を基 軸 に,だ れ 人 を も平 等 に扱 ってい く人 間主義 の教 えで あ る。

それ は,平 和 と文化 を創 造す る源泉 に もな る。 平和 と文化 といって も,所 詮 は人間

に帰着 す る。人 間 自身 を磨 き昇華 させ てい く以外 に ない。 池 田先 生 は,こ の平和 と

文化 の根 元 とな る仏教 を世界 に広 め た。 そ れ は,換 言 す れ ば,仏 教 の平和 思 想 を,

世界 の人 々 に受 け入 れ られ るよ うに,そ の教 義 を解 釈 し,再 構 築 して いった とい う

こ とで ある。世界 の多 くの人 々は,池 田先生 の 口か ら語 られ,そ の行 動 で示 され る

仏教 の教 えを見 て,そ の真髄 を理解 した のであ る。池 田先生 な くして は,仏 教 が い

か に深 淵 な教義 を誇 る とい って も,世 界192力 国 ・地域 の人 々に受 容 され る こ とは

なか ったで あろ う。 ア メ リカの著 名 な仏教研 究者 で あ るク ラー ク ・ス トラ ン ド氏 は

次の よ うに断言 してい る。

「歴 史 的 に見 て も,新 しい宗教 革命 が起 きる時 は,そ の 宗教 が伝 わ る勢 い は大変
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なものがあ ります。理屈を超えて,人 の心か ら心 に伝わってい く。創価学会を研究

してきて,お そ らく500年,1000年 に一度,誕 生するか しないかの偉大 な宗教で

あると確信 します。今,そ の誕生 に居合 わせた ことは,宗 教研究者 として大変に光

栄な ことです」2)と。実に,500年 か,1000年 に一度誕生す るか しないかの新 しい

宗教運動を台頭させ,そ の教義 を世界 に定着 させている。逆に言えば,世 界が池 田

先生 の仏教 に基づ く平和思想を,今,人 類 を救済す る知恵 の源泉 として真剣に求

め,受 けとめているといえるのである。

2)230を こえる名誉学術称号

第2に,230を 超える名誉博士や名誉教授 などの 「名誉学術称号」を世界の大学

や研究機関か ら授与されていることである(2008年6月 現在)。 い うまで もな く,

「名誉学術称号」 はその大学や研究機関が威信をかけて,今 世界 で最 も影響力のあ

る人物,高 遽 な理想 と高潔な人格 を持 ち,研 究,教 育に最善の力 を及ぼ していると

判断した人に授与する最高の栄誉である3)。 とくにこの称号は,授 与 された人も名

誉だが,そ れ以上に,ど のような人物 に受けて もらったかという,授 与する側 にと

っても誇 りとなる問題なのである。したがって,授 与す る側 としては,世 界で活躍

する人々を慎重 に調査 し,自 分の大学や研究機 関の設立の理念や建学の精神に合致

する人を探 して,授 与するのである。その際 とくに,世 界的なビジ ョンを持 ち,人

類の行 く末を指 し示す理念を掲げながら,そ れを実践 して人々に多 くの影響を与え

ているということは,授 与の際の重要な理 由となる。池田先生は,こ の 「名誉学術

称号」 を世界 の230を 超 える大学な どか ら授与 をされているのである。

平均的に考えて,「 名誉学術称号」 は,ど んなに突出 した人物 といえどもそれを

授与されるのは生涯にひとつかふたつ。それが10に もなれば余程の人物 というこ

とになろう。池田先生の場合は,そ れが230を 優 に超 えている。 この ような人物は

歴史上これまでにもいなかったし,こ れ以後 も現れることはないのではないかとい

われている。あまりの快挙に,人 々はなんと表現 したらよいのか,言 葉 を失ってい

るとい うのが正直なところである。

とくに,授 与 にあたって特徴的なことが3点 ある。第1に,授 与 している大学,

研究機 関が世界5大 陸に及んでいるということである。どこか特定の国とか,固 有

の思想 ・信者 を有する機 関などに限定されていない。アメリカ,ヨ ーロッパ,ア ジ

ア,ア フリカ,中 南米,中 近東,ロ シア,中 央 アジアなどすべての地域 にまたがっ

ている。また,キ リス ト教,イ ス ラム教,仏 教,共 産主義 などあ らゆる宗教 ・文明

圏の国の大学 ・研究機関からの授与となっている。これは,池 田先生の平和思想が

それだけ普遍的な広が りを持つものであり,す べての国や文化 ・文明 ・宗教 を持つ

人々から受け入れられているということを意味している。

第2に,名 誉学術称号の内容が,人 文科学,社 会科学,自 然科学 など広範囲にわ

たっていることである。これは,池 田先生の視野がいかに広いか を物語っている。

第3に,日 本 との関係が必ず しも好 ましくない中国,韓 国な どか らの顕彰が目立

っていることである。それら2国 の大学 ・研 究機関か らの 「名誉学術称号」の授与
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が極 め て多 い。 アジア ・太 平洋 戦争 とい う過 去 の暗 い歴 史 を引 きず る 日本 とア ジァ

諸 国間 の関係 を考 えてみ る と,こ れ は実 に不 思議 な ことで あ る。今 もって対 日感情

が 良 くない 中国,韓 国 とい う国の学術 機 関が,池 田先 生 を高 く評価 す る とい うこ と

は池 田先 生 の思想 の中 に,歴 史の壁 をこえた ヒュ._._マニ ズムの精神 が脈 打 って いる

とい うこ とを物 語 って い る。民 族 の相 克 を乗 り越 えて,た が いに共感 しあ う生命 の

共 鳴盤 が鳴 り響 いてい る とい えよ う。

2000年1月18日,池 田先生 に 「名 誉 人文 学博士 号 」 を授 与 したニ ュー ヨー ク市

立大学 ・クイ ー ンズ ・カ レッジの セ ソムズ学 長 は次の ようにス ピーチ した。

「人 間 とい う もの は,時 と して,ま った く見知 らぬ 人で あ りなが ら,生 涯 を通 し

てず っ と知 っていた かの ような,な つ か しさ を感 じる人 との出会 い に恵 まれ る こ と

が あ ります 。一一年近 く前 に池 田大作 博士 にお会 い し,ま さに 自分 もそ の ような幸運

な人間 で あ るこ とに気 づ き ま した。(中 略)池 田氏 は,ま さ し く私 が これ まで,『 こ

う な りた い』 と 目標 に して きた人物 像 を,そ の ま ま体 現 して お られ ます 。(中 略)

詩 人,外 交官,学 者,政 治 家 師匠,夫,父 で あ り良心一 池 田大作 氏 は,こ れ らの

す べ て を兼 ね備 えて お ります。 池 田氏 は,サ ム ラ イの最 良 の伝 統 を受 け継 ぐ戦人

(い くさびと)で あ ります 」4)と。 池 田先 生 が,世 界 の学術 機 関か ら称賛 され る理 由

を,端 的 にのべ た言葉 とい え よ う。多 くの識者 が,池 田先 生 の平 和 思想 は も とよ

り,そ の核 をなす 人格 の この ような面 に賛同 の念 を隠 しえ ないので あ る。

3)550を 超 える名誉市民称号

第3に,世 界 の550を 超 える都市 か ら 「名誉市民」称号をえていることである。

「名誉市民」称号の授与は,各 都市 によって条例 または規程 などに基づいて厳格に

定められている。一般に,そ の市町村の住民や縁故者のうち,社 会的に顕著な業績

を挙げた者 に与えられることが多いが,そ れ以外 にも,世 界平和や公共の福祉,文

化の発展 などに貢献 した世界的な偉人に授与されることもある。いずれにせよ,そ

の市町村が卓越 した業績 を挙げたと判断した人物に贈 られるのが 「名誉市民」称号

である。池田先生は,こ の称号 を世界の550を 超 える都市か ら授与され,顕 彰 され

ている。いかに池田先生の平和思想やその行動が,世 界の多 くの人々か ら受 け入れ

られているかの証左 といえよう。

いうまでもないことかもしれないが,「 名誉学位」称号 はひとつでさえ授与され

ることは稀なことであり,大 変に名誉 なことである。同 じく 「名誉市民」称号も通

常はひとつ,あ るいは多 くても2,3の 市町村 か ら受 けるとい うのが一般 的である。

それを,池 田先生の場合 は,550を 超 える世界の市町村か ら贈 られ,し か もまだ続

くことが予想 されている。これは普通では考えられないことであ り,池 田先生の思

想,行 動,業 績が,い かに卓越 したものであるかを物語るものである。

これだけ世界の多 くの都市から 「名誉市民」の称号をえている池田先生の存在

は,ま さに 「世界市民」 といって も過言ではない。「地球市民」と称してもよいか

もしれない。先生の思想は,国 家や人種,民 族の壁を超 え,思 想 ・信条 ・宗教 の差

を超越 して,世 界の文明 と文明を結 び合 わせ る普遍的な力を擁 している。550を 超
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える 「名誉市民」の称号の授与は,こ のことを端的 に証明 している。

4)世 界 に見 られる池田大作研究所の設立

第4に,世 界で20を 超える池田先生 の思想 ・哲学を研究する 「池田研究所」が

大学や研究機関に設置されていることである。それは,中 国,イ ン ド,ア メ リカ,

デンマークなど世界のあ らゆる方面に及んでいる。また,研 究所や研究セ ンターま

でいかな くても,大 学の講義科 目や研究会の主要テーマ として,池 田先生の思想や

著作が取 り上げ られていることもある。

私は,1990(平 成11)年12月10日,ケ ニア共和 国のナイロビ市内で開催された

「ケニア作家協会」の年次総会に出席 した。その年の研究テーマは,ま さに 「池 田

大作氏の思想 と哲学」であった。参加者は,ケ ニア共和 国を代表する作家,学 識者

など40人 ほ どである。一人一一人が池 田先生の著作 を一冊取 り上げ,そ こでのべ ら

れている先生の人 間観,生 命論,平 和論な どを自分な りに解釈 し,論 評 してい く。
一人の発表が終わると

,さ っといっせ いに手が挙が り,「あなたは今,池 田先生の

生命観 について,そ の ような意見をのべ られたが,そ の とらえ方はまだ浅いのでは

ないか。池田先生はこういっているのではないか」と堂々と反論をのべる。すると

またそれに対して別の見解が披渥 される。 じつに,池 田先生の思想や哲学を少 しで

も掘 り下げようと白熱 した議論が展開されたのである。これが丸2日,10数 時間

に及んだ。私は,こ の光景 をまのあた りにして,世 界はこれほ どまでに池 田先生の

哲学を求めているのかと驚嘆した次第である。

じつに,今 日,世 界で 「池田研 究所」が続々 と開設されている理由は,池 田先生

の思想 ・哲学 ・行動が,人 類の危機 を救 う希望の光明であるという点から,人 類の

知的遺産 としてそれを永遠に残すため,体 系化 をはかっていこうとす るところにあ

る。通常,人 物研究は,現 存 している人に関 してなされることはあまりない。むし

ろ死後,そ の評価 をめ ぐって試み られることが多い。 しかし,池 田先生の場合 は,

現在 も生成発展する先生の思想 ・哲学をより正確に,よ り深 く究明 しようと本格的

な研究がなされている。これは,い かに先生 の業績が広 く世界か ら受け入れられ,

評価 されているかの証拠である。

中国の 「池田研究所」の研究員は,そ れぞれ池田研究 に取 り組んでいる理由を次

のようにのべている5)。「池田先生の思想は,今 中国が必要 としている調和社会の

構築 に必要なものです」(広西師範大学盧寧教授)。「仏教 に基づ く深 い洞察力が魅力

です。今後の池田研究は平和思想が中心になると思います」(武漢大学悦素香教授)。

「池田先生の 日中提言が国交正常化の原動力でした。中国人民は,最 大の功労者 は

池田先生であることをよく知ってお ります」(華中師範大学李俄憲教授)。 このような

問題意識をもって,中 国をは じめ世界で 「池田研究」が活発かつ,本 格的に行われ

ているのである。

以上,池 田先生の平和思想が世界 で受け入れられている実態を,4つ の観点か ら

考察 して きた。いずれ も,世 界がいかに真剣 に先生の思想 を求めているかの証左で

ある。
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3.な ぜ評価 され るのか

前章では,池 田先生の平和思想が世界か ら高 く評価され,地 球的規模で受け入れ

られている実態について考察した。では次に,な ぜ このように池田先生の平和思想

が受容されているのか,そ の理由について考 えてみ よう。

1)思 想一人間主義の哲学

第1に,池 田先生 の平和 思想 の根底 をなす人間主義の哲学である。人間主義と

は,仏 教 の根元をなす考 え方であ り,人 間を超 えて,神 とか超越的な存在 を崇高な

もの として崇めることはしない。あくまで人問そのものを真正面から把え,そ の尊

厳性を認めてい くのである。 しかも,そ れは,人 間中心主義の思想 とは異なる。人

間中心主義は人間を絶対視しS環 境や他の生物 を軽視する傾向があるのに対 し,人

間主義 は,人 間を重視 しなが らも,そ れは環境や他の生物 との関係性の上に存在す

るものと位置付ける。主体と客体 との相互依存性の上に生命体が立脚し,存 在する

と説 く。幅広い生命観 全体感の上に立った人間の把え方といえる。こうした人間

の把握の上から人間を尊重 していくのが人間主義であり,そ れは次の4つ の考 え方

を内包 している。

①生命 の本質論

仏教に基づ く生命の本質論は,生 命を物質 とも精神 とも断定 しない。それらが一・

体不二 として融合したものと捉える。それを存在論からいうと 「空」という。「空」

とは,あ るといえばある,な い といえばない。 しか し,本 質的には存在す るという

考え方である。創価学会の戸田城聖第2代 会長は,こ の問題をよ く電波を例にた と

えて説明された。すなわち,「 この部屋 に電波がある。 しか し,見 せて くれ といっ

ても見せ ることはできない。だから,な いのか,と いえばそうではない。ラジオや

テ レビの受信機を置けば,音 声や画像 が入 る。す なわち,電 波 は存在す るのであ

る。 この ようにないといえばない。あるといえばある,と い う形態 をと りなが ら,

本質的には,厳 然 として存在 している実態が生命である。この生命は大宇宙ととも

に存在 しており,条 件に応 じて形をなして現れて くる。ゆえに,生 命は広大無辺 に

して永遠の存在である」 と。

人間主義は,こ うした 「空」の理論に基づ く生命論に立脚している。これは,人

間存在 を表層的に把握するものではなく,宇 宙や 自然 をも含 む生命体そのものの上

から根元的に捉える深遠な哲学的人間観である。

②生命の尊厳論

上記の生命論から誕生して くる考えは,生 命の尊厳論である。宇宙や 自然ととも

に存在する生命は,消 滅 させ ようとして も本質的には決して消滅させることはでき

ない。いな,消 滅できない ものを消滅させ ようとすることは最大の冒涜 となる。生
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命原理そのものに反する行為になるからである。ここか ら逆に,生 命 は絶対 的に尊

厳であるとの考え方が出てくる。生命は存在自体が尊 く,貴 重な ものである。人間

の生命,自 然 宇宙一 これらのすべ てを大切にしなければならない。生命の尊厳性

を損なうことは,自 然の摂理 に逆 らう最大 の悪 となる。

ここからでて くる考え方が,「 一人の人を大切 に」 とい う思想である。 どんな人

であれ人間であるということは普遍の原理である。人種,民 族 国籍 宗教,職 業

などによって,人 間を差別することは許 されない。すべて平等であり,対 等 な存在

なのである。 こうした捉え方をつきつめれば,結 局は,ど こまでも 「一人の人を大

切 にしていく」ことが肝要となる。一・人を尊敬 し,励 まし,勇 気づけてい くことが

生命の尊厳性を守ることに他ならない。決して人間を数として捉え,物 として把握

することは認められないのである。

③非暴力主義

人間主義の思想は,絶 対的な暴力否定の考え方の上に立脚する。非暴力思想こそ

がその核をなすのである。その理由は,上 記にのべた生命の尊厳論か ら波及 してく

る。生命を絶対的に尊厳なものとして捉えるからには,そ れを損傷す る暴力行為は

断 じて許されない。非暴力主義こそ人間主義の究極の理念である。暴力のない平和

な社会の建設,暴 力 によらない問題解決の方法,こ れこそ人間主義の真髄をなす。

したがって,非 暴力主義の具体的形 をなす ものは,言 葉に よる意志 の疎通であ

り,問 題 の解決である。それは,交 渉であ り,協 議であ り,討 議 である。結局は,

対話 ということになる。対話 という話 し合いによって認識を共有していく。差異を

確認 し合う。問題の解決をはかっていく。これが,理 性 を持つ人間としての最高の

文明的行為であり,高 尚な振 る舞いなのである。言葉こそ人間の持つ唯一の平和的

問題解決の方途といえよう。

④幸福論

上記の生命論,生 命の尊厳論 に基づ いて,人 間主義 は,人 間の真実の幸福のあ り

方 を説 く。まず,人 生の 目的は,幸 福 になることにあ り,人 間はそのために生 まれ

てきたという。その幸福とは,自 らの生命の充実感 生命を輝かすことにあると強

調する。この点について,戸 田城聖2代 会長は,次 のように指摘 している。

「人 間の幸福には,相 対的な もの と絶対的な ものがある。相対的な幸福とは,お

金がもうかった,名 誉や地位 を手 に入れた,欲 しい ものが買えた,自 分が美 しくな

った,と いうようなものである。 これらは確かに人間の欲望や願望を満たすが,し

か し,一 一時的なものに過 ぎない。時がたてば また次のものが欲 しくなる。もしく

は手に入れたものが消えていく。はかないものである。それに対 して,絶 対的幸福

とは,生 きていることが楽 しくて しょうがない。一瞬一・瞬 喜びが生命の底から彷

彿 として湧き起こってくる。本然的な生命の歓喜そのものを絶対的幸福 という。人

生の本当の幸福 とは,こ の絶対的幸福感 をえることにある」 と。

物質的な幸福 とか,名 誉や地位を得 たとい う満足感それ自体は否定すべきもので
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はない。それらは,厳 しい努力の末か らえた ものであろうし,尊 い ものであること

に違いない。 しかし,人 生 には,そ うした面 とともに,人 間生命そのものが本然的

に感 じる喜びとか充実感がある。これは,社 会的立場 とか,地 位 とか,職 業 とか に

関係な く,す べての入が感 じうる,発 動 しうる生命の リズムなのである。生命の赫

たる完全燃焼 といってよい。

人間主義の幸福論は,こ の絶対的幸福感を重視す る。すべての人が,生 命の喜 び

にあふれ,生 きていることそれ 自体 に歓喜 と充実を感 じることを本源的幸福 とす

る。人間は本来幸福になるために生まれてきたのである。政治,経 済,文 化,教 育

などすべての営為 はそのために存在する。

人間主義の哲学は以上のような構造を内包 しているが,一 点つけ加えれば,そ れ

は人間がいかなるイデオロギー,原 理 原則 に対 しても従属するものではなく,人

間があ くまでも主役であるということを位置付けているのである6)。イデオロギー,

原理 原則はあ くまで も人間のためにあるのであってその逆ではない。かっての歴

史を見ると,い かに人間がイデオロギー,原 理 原則のために犠牲になって きたか

がわかる。とくに宗教にあっては同じことがいえる。宗教も人間のためにあるので

あって,宗 教のために人間が あるのではない。池田先生の平和思想の核をなす人間

主義とは,こ の ように人間をイデオロギー,原 理 原則の中心 にす え,決 してその

従属物 と思 っていない点に特徴がある。イデオロギー,原 理,原 則そ して宗教な ど

は,す べて人間性の向上,平 和 と幸福 のためにあるというのが人間主義の核心なの

である。池田先生の平和思想は,こ の一点があったか らこそ普遍的に受容されてき

た,と いえよう。

2)識 見 と人格

池田先生の平和思想が世界に広 く受容されている第2の 理 由としてあげられるの

が,池 田先生の卓越 した識見 と高潔な人格である。その源となっているのが,前 述

した人間主義の哲学であることはいうまでもない。豊かな教養と一・人の人を思いや

る慈悲の心からほとばしる池田先生の卓越した識見 と高潔な人格は多くの人々を魅

了 してやまない。とくに,池 田先生 と個人的に会見 した7000人 を超 える世界の多

くの政治家,学 識者,文 化人 らは,皆 一・様 に,池 田先生 という人物 を高 く評価する

のである。

①識 見

では,そ の卓越 した識見を示す歴史的な場面のいくつかを紹介 し,検 証 してみる

ことに しよう。ちなみに,こ こでいう識見 とは,全 体 の状況を把握 し,そ こか ら物

事 の本質を見抜いてい く力である。

1961(昭 和36)年8月13日,池 田先生 は東西対立が先鋭化 した象徴ともいうべ

き 「ベルリンの壁」の前に立った。壁が作られた56日 後 であった。同 じ民族が イ

デオロギーの対立によって引き裂かれ,分 断されている姿をみて先生は怒 りの声を

発した。このようなことが許されてよいはずがない。人間はすべて同じ人間ではな
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いか。 イデ オ ロギ ーや,東 西対 立 とい う政治 的魔性 が 人間性 を引 き裂 くこ とは許 さ

れない。 これ こそ人 間の悪 業 ともい え る。壁 をつ くったの は人 間であ り,東 西 の対

立 とい って も人 間 の心 に巣 くう権 力 の魔性 の もた ら した ものであ る。池 田先生 は こ

うした人 間観 か ら,人 間の心 の 中 に平和 の大 光が させ ば,こ の壁 は必ず取 り壊 され

る と確 信 した。 そ して,ブ ラ ンデ ンブル グ門 を仰 ぎなが ら,「30年 後 には,き っ と,

このベ ル リ ンの壁 は取 り払 われ てい るだろ う…」 と強い 口調 でい った。事 実そ の壁

は,そ れか ら28年 後 に撤去 された ので ある7)。

池 田先生 の叫 び は,単 に未 来 を予測 したの で もなけれ ば,願 望 を語 った もので も

ない。 それ は,先 生 の卓越 した識見 の うえか ら,や がて,必 ず,平 和 を希 求 す る人

間の良心 と英 知 と勇 気が勝 利す る ことを見抜 いた発 言で あった。

こ う した池 田先生 の 国際政 治観 は,1990年 以 降 アメ リカで台頭 して きた コ ンス

トラクテ ィヴ ィズ ム(constructivism)に 通 じる とい え よう。 そ れ は,国 際 政治 を楽

観視 す る もので もな く悲観視 す る もので もない。 国際政 治 を動 かす 要 因 を人 間の理

念 意志,文 化,ア イデ ンテ ィテ ィな どに求 め,人 間の主体 的契機 を重視 す る見 方

で あ る。 池 田先 生 は,人 間があ くまです べ ての現象 の 中心 で あ り,人 間の意思 に よ

って もた らされた もの は,人 間 自身の変 革 に よって,善 な る ものへ と転 換 で きる と

見 て い く。 イデ オ ロギ ー や政 治経 済構 造 よ りも,人 間 を軸 にす え た視座 とい え よ

う。 こう した人 間主義 史観 で,池 田先生 は東西 の あ らゆる要人 と政治 的対話 を続 け

てい った。

1974年9月17日 の こ とであ る8)。 池 田先生 は,ソ 連 の ク レム リ ン宮 殿 で 当時 の

コス イギ ン首相 と会 見 した。東 西 対 立 の激 しい時代 であ る。70歳 の ソ連 で最 も有

能で,最 も洗練 された指 導者 とい われた首相 が,大 上段 に池 田先生 に鋭 い詰 問 を浴

びせ て きた。 「あ な たの根 本 的 なイ デオ ロギ ー は何 か」 と。 東 西対 立 の冷戦 構造 が

激 しい時,ソ 連 まで来 る池 田先生 は,「 共産 主義 イデオ ロギー」 を信奉 す る もの か,

それ と も 「資本 主義者 」 なのか,ど ち らなのか吟 味 しよう とい うのであ る。そ れ に

対 し46歳 の池田先 生 は,間 髪 を入 れず答 えた。 「私 の イデ オロギ ーは,平 和 主義 で

あ り,文 化 主義 であ り,教 育 主義 です。 その根底 は人間主 義 です 」 と。そ れ を聞い

た コス イ ギ ン首相 は思 わず,「 私 も全 く同感 です 」 と もら して しまった。 池 田先生

の イデオ ロギー の対 立 を超 えた,高 次元 か らの高逼 な発 想 に練達 の首相 も思 わず 引

き込 まれ て しまったの であ る。

そ の夜,執 務 を終 えて帰 宅 した首相 は,息 女 グ ビ リャー 二 ・コイス イギ ナに語 っ

た とい う。 「今 日は,非 凡 で,非 常 に興 味深 い 日本 人 に会 っ て きた。大 変複 雑 な 問

題 に触 れ なが らも,話 が す っ き りで きて うれ しか った」 と。 そ して,1975年5月,

2度 目の池 田先生 との会見 の最後,コ ス イギ ン首相 は 「私 は池 田先生 に会 え て よか

った」,「どんな障害 が生 じて も,池 田会 長が い るか ぎ り,ソ 日の友好 は崩 れ ないで

しょう」 と強調 した ので あ る。

池 田先生 の人 間主義 に基づ く外交 的知見 は西側 の政治指 導者 に も大 きな影 響 を与

えた。 そ の一人が ア メ リカの元国務 長官 キ ッシ ンジ ャー であ る。 池 田先 生が イデオ

ロギ ーの壁 を超 えて,ソ 連,中 国 を往 来 し,キ ューバ との友 好す ら深 めて い こう と
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するその卓見と行動力にキッシンジャーは驚嘆 した。キッシンジャーの外交は,人

間主義 とは異 な り,19世 紀の ヨーロ ッパ外交 を手本 に 「力の均衡(バ ランス)」 を

はかることによって国家間の安定と平和をもたらそうとするものであった。そこに

は,現 実主義的な国際政治観が働 いてお り,計 略 と策謀による安全保障の創出こそ

が平和であるという考え方が主軸をなしていた。

池田先生の考え方は,こ うしたもの とは全 く異質で,人 間を信頼 し,そ の友好 と

信義のうえに国家間関係も成 り立つ との信念で各国の政治指導者 と誠実な友情を深

めてきた。その結果,中 国 ともソ連 とも,そ してアメ リカが苦手 とす るキューバと

も緊密な友好交流の道を拓いたのである。

こうした池田先生の人間外交を目のあたりにしたキッシンジャーは,自 分にはな

い外交能力 をもつ池田先生に大きな魅力を懐き,先 生 との人間関係 を強 く深めてい

く。池田先生とキッシンジャーは,1975年1月13日,初 めて対談 してか ら意気投

合 し,以 来2人 の出会 いは8回 に及 び,対 談集の出版 ともなった。1986年9月 に

は,2人 の対話 は1日 で話が終わ らず,2日 間で計6時 間にも及んだ。

権力外交 を志向 し,勢 力の均衡 によって平和 と安定 をはかろうとするキッシンジ

ャーと人間外交を基本 とする池田先生とは,外 交の方法論が全 く違 うのではないか

という気がするかもしれない。両者は水 と油の関係なのでないかと危惧する声もあ

った。しかし,池 田先生の人間外交に,キ ッシンジャーの力の外交 は大 きく包み込

まれ,キ ッシンジャーは池田先生の人間を視点においた物の見方に魅力を禁じえな

かったのである。

1987年9月,創 価大学で行 われた東京 ・足立区の創価学会青年部の文化祭にキ

ッシンジャーは出席した。フィナーレの後,池 田先生 は青年たちに,「創価大学に

『周恩来桜』 と並 んで 「キッシンジャー桜』を植えたいが,ど うだろう」 と呼びか

けた。それ を聞いたキッシンジャーは心の底から感動 した。 自分が生命をかけて手

がけてきた米中接近の花が,今 このような形で,桜 花の結晶 となって結実 してゆ く

とは予想 もしていなかったか らである9)。

池田先生のコスイギン首相 をはじめソ連 ・東側の指導者に対する発言と,ア メリ

カ ・西側の指導者たちに対する意見 とは全 く違っていない。1978(昭 和53)年1月

12日,東 京で,ケ ネデ ィ元 アメ リカ大統領 の弟エ ドワー ド・ケネディ上院議員と

会見した池田先生は次のように語った10)。

「どの国であれ,民 衆の精神面を開拓 しなければ,そ の分,政 治の圧迫が比重 を

占めて しまいます。大事なのは,人 間的価値観です。国際社会 にも多 くの課題があ

ることは当然です。 しかし,ソ 連 も人間です。中国も人間です。『人類は,ひ とつ

の共同体である』 との国際世論を高めてい くべ きです。そこに明確な目標を定め

て,挑 戦 していただ きたいのです」。

ケネディはこの発言に対 して大きくうなずき次のように答えた。

「わかりました。アメリカ人も,中 国人 も,『家族 を大切 にす る』 ことは同 じです

から。私は思います。人々が互いに理解 し合うには 「まず自分が人間的行動を起こ

す』ことだと。私は池田会長の思想に賛同します。復帰すべきところは 『人間』で
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す。『人間に返れ』です」と。

イデオロギーでも特定の主義でもない。何 よりもまず人間が根本であり,人 間が

基軸である。 この考えのもと世界のあらゆる識者と対話を重ねる池田先生の姿に,

多 くの人々は心か らの賛意を表明した。じつに,先 生の卓越 した識見が,世 界 に受

け入れられている証左 といえよう。 しかも,先 生の卓見 は,こ うした世界の識者 と

の対話の中にだけ輝いている物ではない。一庶民,一 介 の学生たち との語 らいにお

いて も鋭い閃光を放っているのである。たとえば,私 には未だに耳朶に焼 き付いて

離れない次のような言葉がある。

第1に,1968(昭 和43)年 夏のことである。20世 紀か らあと30年 ほ どで21世 紀

になろうとする頃,そ ろそろ20世 紀 を総括 し,21世 紀 をいかに展望するかが世上

の話題になり始めていた。私 もまた21世 紀 をいか なる世紀 にするかなどとの青 く

さい議論を重ねていた。そのような時,池 田先生 は次のようにいわれた。「21世紀

は生命の世紀 になる。 あらゆる観点から生命 というものが見直され,問 い直 される

ようになる。そ して,生 命 を最 も尊重 しなければならない時代になる」と。私はこ

の話を聞いた時,何 か時代の動向が開かれた思いがした。人類の進むべき的が絞 ら

れたような気が したのである。生命科学などの分野が脚光を浴びはじめたのは,そ

れか らしば らくしてか らであった。

第2に,1960年 代 末か ら1970年 代初めにかけて,世 界的に学生運動が火 を吹い

た時のことである。私たち学生は,そ うした時代の波に洗 われて,や や もするとそ

の運動 に身を投 じ,何 か をしなければ と決起 にはやろうとした。そのようなある

日,池 田先生 は私 たちに静かに語 られた。「今の学生たちの気持ちはわかる。しか

し,そ の乱暴 な運動 に加 わることは,"は しか"に かか るような ものである。一度

はかかる病気なのだ。このように本質をしっか り見極め,決 して付和雷同 した り,

便乗 した りしてはいけない。特 に革命家を気取って暴力行為に走ったり,一 般 市民

に迷惑 をかけるような行動は慎まなければならない。民衆を味方にし,庶 民か ら共

感をえられるような運動でなければ,真 の学生運動 とはいえない。何 よりも人間主

義の哲学に立脚 した運動でなければ,底 の浅 い学生運動で終 わって しまうものだ」

と。この話の半年もしないうちに,学 生運動は火が消 えた ように沈静化 してしまっ

たのである。

第3に,1970(昭 和40)年 の夏の一夕のことである。学生 と懇談していた池田先

生は,次 の ように将来の助言をされた。「これからはコンピューターと語学の時代,

特 に英語の時代 になる。 この2つ はあ くまで手段であ り,技 術 に過 ぎない。それ 自

体 目的ではない。その根底には哲学がなければならない。人間や時代の本質を掘 り

下げた確固たる哲学を有していることが人間として必要なことである。すなわち,

換言すれば,し っか りした哲学 をもち,そ の上で語学 とコンピューターを駆使して

仕事や学問に挑戦してい くことが肝要である」 と。40年 前の発言ではあるが,そ

の輝 きは未だに色 を失 っていない。

第4に,1972(昭 和47)年11月 の ことである。開学2年 目の創価大学 で第2回

創大祭が開催 された。学生の激励に来られた創立者池田先生は,学 生の展示 をひ と
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つひとつ丁寧に御覧になりながら,学 生たちにコメン トを寄せ られた。ある部屋で

生命哲学研究会 というサークルが,「 世界 の宗教」 という展示 を行っていた。それ

を見られた先生は 「イスラム教か。21世 紀 はイスラム教が大 きな影響力 を持つ時

代になると思 う。僕 も今,こ の宗教の ことを真剣 に研究 しているところです」とい

われた。

当時,イ スラム教 のことは多 くの 日本人はもとより,欧 米でもあまり注 目してい

なかった。イスラム教自身にも問題 となるような動 きは見 られなかった。何よりも

宗教以上に資本主義か,共 産主義か とい うイデオロギーの対立の方が世界の関心を

引いていた。そのような時 池田先生はすでにイスラム教の台頭を予想 し,21世

紀 はイデオロギーではな く,宗 教の対立が問題の争点 になる と見越 しておられたの

である。

これらは私が直接池田先生から伺った話であるが,今 日あ らためて時代 を振 り返

ってみ ると,先 生の指摘 された卓見 にあらためて驚嘆せざるをえないというの実感

である。こうした卓越した先生の識見に加え,次 に,そ の高潔な人格 について触れ

ることにする。

② 人 格

池 田先生 の高 潔 な人格 とは,何 も特 別 の行 動 や振 る舞い の 中 にあ るので は ない。

ご く普通 の,人 間 と して の 自然 の所 作 の 中にそ れ は表 出 され る。 一・言 に してい えば

「一 人 の人 を大切 にす る」 とい う言動 で あ る。 そ れ を裏付 けるい くつ かの エ ピソー

ドを紹介 しよう。

1960(昭 和35)年10月,創 価 学会 の第3代 会 長 に就 任 して5ヵ 月後,池 田先 生

は早 くも世界 へ の平和 旅 にたたれ た。 その第一 歩 は,太 平 洋戦 争勃発 の地 となった

ハ ワイ島 であ った。最 も辛酸 をなめた地 に深 く太 い平和 の模 を打 ってお きた い とい

うのが 池 田先生 の考 えで あっ た。 そ の地で行 っ たの は座 談会 で あ り,質 問会 であ っ

た。 一一人 一人 の率直 な悩 み,疑 問 を池 田先生 は真 正面 か ら受 け とめ真摯 に答 えて い

った。話 し始 めた のは,若 い婦 人で あ った。 彼女 はいわ ゆる戦争花 嫁 と して,朝 鮮

戦 争で 来 日 した アメ リカの兵士 と結 婚 し,夫 の郷里 で あ るハ ワ イへ 来 た のだ った。

ところが,そ こは楽 園 では な く,言 葉 や文化 の違 い,貧 困,夫 の暴 カ …。 か といっ

て今 更,自 分 の故郷 東北 には戻 るわけ にはいか ない。彼女 は ほ とほ と生 きる力 を失

い,や っ との思 いでそ の夜 の会 合 に出席 したので あ る。

池 田先 生 は渾 身 の力 を込 め て,そ の婦 人 を激励 した11)。「毎 日,苦 しい思 い を し

て きた ん です ね。 辛 か っ たで し ょう。(中 略)し か し信 心 とい うの は生 き抜 く力 な

ん です よ。(中 略)日 本 に帰 れ ば,幸 せ が待 って い る とい うの で もあ りませ ん」 と

婦 人 の立場 に寄 りそ うよ うに同苦 す る。 そ して 「強 く,明 る く生 きるこ とです。一

日も早 く英語 をマ ス ター して誰 とで も意 志 の疎 通 を図 れ る よ うに努力 して くだ さ

い」 と今 後 の努 力 の方 向 を示す 。最 後 は,強 く明 る く生 きぬ くこ と,「 あ なたが幸

せ になる こ とは,あ な た一人 の問題 に とどま らず,こ のハ ワイの全 日本 人女性 を蘇

生 させ てい くこ とにな るんです 」 と心 か らの励 ま しを惜 しまない。 それ は まさに宿
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命 を使 命 に転 換 させ る一人 の人 間の蘇生 の ドラマ であ る。

池 田先生 の平和 旅 は,生 きる希望 を失 い,人 生 の悲哀 に打 ち ひ しが れ た一・人 の女

性 に勇気 の灯 を と もす ところか ら始 まった。 「それ は,お よそ世界 の平和 とは ほ ど

遠 い,微 細 な こ との よ うに思 え るか もしれ ない。 しか し,平 和 の原点 は,ど こまで

も人 間 に あ る。 一 人 ひ と りの 人 間の蘇 生 と歓喜 な くして,真 実 の平和 は ない こ と

を12)」先生 は知悉 してい た。一 人の人 を大切 にす る。 ここに平和 感覚 の原点 があ る

ことを先 生 は教 えて くだ さってい るので あ る。

国際 的 な歌手 で,日 本ユ ニ セ フ協会 大使 と して,世 界 の子 ど もた ちの現 状 を伝 え

る ア グ ネス ・チ ャ ン と池 田先 生 との 出会 い につ い て もひ とつ の ドラマ が あ る13)。

1973(昭 和48)年12月5日,二 人 は あ る雑 誌 の企 画 「芸 能界 の ホー プが各 界 の著

名人 を訪 問」 で蓬遁 した。池 田先 生 はニ コニ コ して,ア グネス ・チ ャ ンに云 った。

「紅 白歌合 戦 の初 出場 お めで とう」 と。彼女 は 「あ りが とうござい ます」 と応 じる。

「大学 生 なん だね」 と先生 。「はい 。上智大 学 の1年 生です 。大学 は卒 業す るつ も り

です 」 と彼 女 は答 えた。 そ の とき先生 は,間 髪 を入 れず力 説 した。「そ う。勉 強 が

一番 大切 で す
。 人生 の根 本 だか ら」 と。 そ の うえでつ け加 え た。 「そ れか ら皆 の

ため に歌 って くだ さい。歌 で世界 中の人が仲 良 くなれ ます。 そ して,健 康 には気 を

つ け て1」 と。

この言 葉 を聞い た時,ア グネス ・チ ャ ンの悩 み は一ぺ ん に氷 解 した。彼 女 は中学

1年 の時か らボ ラ ンテ ィア活動 と して歌 い始 めて い た。 歌 で人 の力 に な りた い。で

も思 う存 分勉 強 も したい。厳 格 な父 は,大 学 で しっか り勉 強 しな さい とい う。気 丈

な母 は,歌 手 と して世 の 中で活躍 を… とせ まった。勉 強 か,歌 か の狭 間で彼 女 は答

えに窮 してい たので ある。

どち らを選 ぶべ きか,そ んな ア グネス ・チ ャ ンに池 田先 生 の話 は明快 であ った。

「勉 強 は大切 」。 そ の うえで 「歌 で平和 を」 と。彼 女 は瞬 問,「 そ うか両方 や って も

いい ん だ。勉 強 と歌 と…」。 眼前 が 開 けた。 以 来,迷 い は な くな り,歌 手 として大

成 す る と同時 に,1994年,ア メ リカの ス タ ン フォー ド大学 で教 育博 士 号 を取得 し

たので あ る。

どん な人 の悩 み も池 田先 生 の答 えは鋭 く,深 い。 その対 話 の妙 に よって啓発 を受

け る機会 はあ ま りに も多 い。2002(平 成14)年1月,会 見 した駐 日ウク ライ ナ大 使

ユ リ ・コス テ ンコは次の ように感 嘆 した14)。

「池 田先 生 の深 い思想 に触 れて,私 た ち夫 婦 は本 当 に感動 して い ます 。一 文一 文

に感 じる ところが あ ります 。 『あ 一,わ か って みれ ば簡 単 な こ と じゃない か!自

分 は何 を,こ んな に迷 って いた の だろ う!』 と思 った り,『 自分 が言 い たか った こ

と,見 つ けたか った こ とを,池 田先 生が見 事 に表現 して くだ さ ってい る』 と。

また,2001(平 成13)年12月,池 田先 生 に 「名誉 教 授 」 称号 を授 与 した韓 国慶
キム イ リユン

州 大学 の創立 者金 一 潤 博士 は次 の よ うに強調 した15)。

「池 田博 士 に出会 えた こ とだ けで,人 生 の90%以 上 は,す で に成功 した と,私 は

申 し上 げ たい。(中 略)人 は,ど ん な人 と会 うか に よって人生 が変 わ ります。(中 略)

池 田博士 と出会 えた こ とは,私 に とって,今 まで見 た ことの なか った,新 しい 『希
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望の光』を見るような心情であります」と。

池田先生と会見して,こ の ような感想を懐 く人はあまりにも多い。皆,先 生の大

きな懐にいだかれ,先 生の人格 に魅了されて しまうといってよいであろう。そのほ

とばしり出る高潔な人格の淵源はどこにあるのであろうか。ある財界の人が次のよ

うに尋ねた16)。「池 田先生 は,世 界 を回 り,各 界 の幅広 い人たちと交流 を広げてい

るが,い つ も心がけている点は何 で しょうか」 と。それに対 して,先 生は躊躇な く

次のように答えられた。「世界には,い ろいろな方がいます。各 国の元首のような

立場の人々,博 識 な学者,あ るいは巨億の富 を手に している人等々。まさに十人十

色です。しかし,い か に権力や富,学 識 などをもった人で も,必 ず抱 えているのが
"生老病死"の 次元での悩みや課題です

。 これだけは逃れようにも避けようにもど

うしようもないものです。いっさいをはぎ取った,そ の 『心』 と対話する ように努

めています」と。

権力でも名誉でも地位でもない。すべてを除去 してしまえば,人 間はすべて同じ

である。悩 める一個の生命体なのである。池田先生は決して人を地位や立場,肩 書

などで判断 しない。いわば一国の大統領と語る時も,一 庶民 と語 る時 も,目 線はい

つ も同 じである。そこに立場,地 位,肩 書 きを超 えて,多 くの人々が集 まる理由が

ある。信頼と共感を寄せる秘訣が存在する。池田先生の高潔な人格の源泉 それは

まさに 「一人の人を大切に」 という普遍的人類愛なのである。

3)教 育 ・文化交流の推進

池 田先生の平和思想が世界に受け入れられている理由の第3に 挙げ られるのが,

幅広い教育 ・文化交流の推進である。

平和の創出といった場合,そ こには2つ の面か らの方法がある。ひとつは,軍 事

力 を軸に した安全保障の達成 という方法であり,こ れには,古 典的な勢力均衡 の方

式,同 盟関係の強化 という方途,そ して国際組織 の構築 とい う試みなどがある。近

年では,「民主主義による平和(デ モクラティック・ピース)と いうような理念 と政治

制度の形態による平和創出論などが脚光を浴びている。いつれにせよ,こ れ らによ

る平和創 出の方法 は,何 らかの形で軍事力や武力 とい うものを背後に秘めてのもの

で,ハ ー ド ・パ ワーによる平和創出 という性格が強い。これに対 して,も う一つの

方法は,い わばソフ ト ・パ ワー,文 化の力による平和創出 というものである。軍事

力や武力による力の均衡に基づ く安全保障という意味での平和を創出するのではな

く,教 育や文化の交流 によって人々の問に相互理解 と信頼,協 調の心を生み出す こ

とによって,平 和 を育 もうとす るものである。一般に平和の創出といった場合,こ

の2つ の面か らの方法が重要で,ど ち らか一方 に偏るのではな く,両 者の調和 をは

かってい くことが肝要である。

池田先生の第1の 方法 による平和創 出のあ り方に対する提言は,毎 年の 「1・26

記念提言」で明確である。 よってここでは,第2の 方法によるものを概観 してお き

たい。池田先生の信念には平和 といっても,世 界の人々の心の中に,同 じ人間であ

るとの同胞意識 と相互理解の根がなければ,そ れは,脆 弱 なもので終わって しまう
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との認識がある。では,そ のためには何 をすればよいのか。先生の結論は明快であ

る。教育と文化の交流によって,世 界の人々の心の中に,相 互理解 と相互信頼の輪

を広げていこうとするものである。

この信念のもと,池 田先生は創価大学をは じめとする数多 くの教育機関を設立さ

れ,ま た,民 主音楽協会 や富士美術館,東 京富士美術館 な どの文化施設 を創設 し

た。それらは現在,世 界 の多 くの大学や文化,芸 術 団体 ・機関 と活発 な交流を重ね

ている。

たとえば,創 価大学 は,中 国やロシア(旧 ソ連)の 大学 との交流において 目ざま

しい成果をあげている。1972(昭 和47)年,日 中国交正常化がはかられて間もなく,

中国はこれか らの日中交流の強化をはかるために,留 学生 を日本 に送 りたい と要請

して きた。しかし日本の主な大学は,い ずれ もまだ準備が整 っていないからとの理

由で受け入れを拒否 した。困った中国側は,池 田先生 に相談 した。先生 は,そ の話

を聞 くや即座に 「創価大学でお引き受けいたしましょう。私が留学生の身元保証人

になります」と答えられた。こうして1975(昭 和50)年4月7日,中 国か ら公式の

6名 の留学生が創価大学に入学 した。

池田先生は,そ の6人 の留学生 に対 し,大 学に来 られるたびに会い,懇 談 し,激

励 された。時には食事 を共 にすることもあった。 しかも,先 生 は中国の留学生 を励

ますだけではなく,受 け入れる創大側の学生 にも,日 中友好の意義 を語 り,留 学の

意味 を説いた。両国の学生同士が真の友情を育めるようにきめの細かい配慮の手を

さしのべたのである。このように池田先生の日中交流にかける意志は強く,し かも

その作 業は まさに手づ くりであった。か くして創大で学んだその6名 は,今 日で

は,外 交の分野をは じめ各界で も活躍 している。また,中 国の多 くの大学が,池 田

先生に 「名誉学術称号」 を贈ったり,「池 田研究所」 を設置 して,先 生の思想,哲

学,業 績の本格的研究に取 り組んでいる。

ロシァとの交流は旧ソ連時代から始まってお り,モ スクワ大学 をはじめ,多 くの

研究 ・学術機関 との交流 を重ねている。池田先生自ら何回もロシア(旧 ソ連を含む)

を訪問され,と くに,ゴ ルバチ ョフソ連大統領や歴代のモスクワ大学総長 とは対談

集を出版するまでになっている。そこでは,文 化 ・学術 をは じめ,世 界や人間のあ

り方 までが縦横無尽に論 じられている。中国の場合と同じく,ロ シアか ら創価大学

で学んだ留学生の多 くも,日 ロ友好のために活躍する人材 となって巣立ってお り,

創大 との交流 は着実にその実績 をあげている。モスクワ大学の留学生で,後 に,駐

日ロシア大使館公使 になったヤゴージン氏は 「池田先生の功績は,日 ロ問の架橋 を

す る多 くの人材 を育成し,残 したことです」 といっている17)。

教育交流 といっても,通 り一辺 のもので終 わって しまう場合が多いが,池 田先生

については,そ れは決 して表面的なものでは終わらない。ここまで手を打つのかと

思わせるほど,相 手の懐深 く入 り,心 情 を捉 え,友 好の絆を強めてい く。その振 る

舞いや行動に多 くの関係者は感動 し,先 生の教育交流に高い高い評価 を与えている

のである。

これは,文 化交流についても同 じである。例えば,民 主音楽協会(民 音)も 世界
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と幅広い交流を展開している。民音は2008(平 成20)年10月 で創立45周 年 を迎え

る。創立者池 田先生が,1961(昭 和36)年,タ イで設立構想 を表明 し,1963(昭 和

38)年10月18日,東 京 ・文京公会堂で の記念演 奏会で産声 をあげた。芸術 ・文

化 ・音楽を通 しての人間と人間の交流による相互理解こそが世界平和の基盤である

というのが池田先生の信念であり,理 念である。民音 は,以 来,先 生のこの考 えの

もと,国 境 ・民族 ・時代 を超 えて,音 楽 と文化の力で人々の心 を結んできた。そし

て,発 足45周 年の佳節 に,創 立以来の海外交流国が100力 国 ・地域 を数えること

になった。 じつに,世 界で も特筆すべ き,民 衆に支え られた音楽文化団体 として民

音は多角的活動を展開しているのである。

とくに,日 本 にな じみの薄い国々の文化交流にも力を入れている。日本は,ど う

しても欧米やアジア との交流 に傾きがちで,中 南米 ・中東 ・アフリカ ・中央アジァ

との関係は疎遠になりがちである。国民も一般にそうした国々や地域に対 してはあ

まり関心を払わない。 しか し,池 田先生は,世 界のすべての国々 ・地域に対 して理

解を示 し,関 心 を広げ られている。 とくに,そ の国や地域の人々の生 き方,文 化を

尊敬 し敬意 を表 され る。民音は,こ うした先生の幅広 い文化理解の構想に立脚 し

て,活 発 な交流を展開 している。多 くの人々の心の中に相互信頼の根を植え付けて

いる。なお,こ こでは詳細 に触 れないが,富 士美術館 も,美 術 を通 して,世 界の

人々の心を結びつ けているのである。

世界の多 くの人々が,池 田先生の平和思想 を受け入れ,評 価 している第3番 目の

理由は,こ の ような幅広い教育 ・文化交流の実績,業 績 にある。教育や文化は,そ

の国や民族 のアイデンティティ,主 体性 と強 く結び付いている。普遍性をもつと同

時に微妙な排他性をも有 している。 したがって,教 育や文化交流 は口で言 うほど易

しいものではない。きめの細かい配慮 と注意が必要であり,何 よりも忍耐力 と強い

実行力が要請される。池田先生はこうした繊細な性格をもつ教育 ・文化交流を真摯

に着実に推進 している。それが軍事力による安全保障という側面 とは別の次元で,

平和 を強固ならしめる ものであ るとの信念に基づいて……。

4.対 話 を武器 とする民間外交の展開

池田先生は,政 治家で も外交官でも国際機関の役人でもない。一介の民間人であ

る。宗教者であり,詩 人であ り,文 筆家で写真家で もある。その立場から政党をつ

くり,大 学 をは じめ とする教育機関や文化 ・芸術団体を創設した。その存在と影響

力があまりにも大きいため,公 人 としての性格 はあるか もしれないが,本 質は職業

的な政治家や外交官ではない。あくまでも一・人の民間人といってよい。

しかし,池 田先生 は,公 的には何の権力 もない民間人ではあるが,世 界のあ らゆ

る階層の人々 と会い,話 し,民 間外交を展開 して きた。その武器はただひとつ,言

葉であ り対話 である。すなわち,池 田先生は,対 話 を唯一の武器 として,幅 広い民

間外交 を推進 し,国 際社会の趨勢に少なか らぬ影響を与えてきたのである。それは

人間外交といってもよい。以下その外交の一端を見てみよう。
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1)大 国間の融和の推進

池田先生が創価学会の会長に就任 し,世 界 を舞台に活動 を展開 しは じめた1960 ,

70年 代 は,世 界 は東西冷戦の渦 中にあった。しかも,米 ソの対立に加 えて,同 じ

社会主義国同十 である中ソの確執 も国際情勢に暗い影を落 としていた。米ソ,米
す くみ

中,中 ソ,と い う3大 国が,3疎 の不気 味 な緊 張状 態 にあ り,一 歩 間違 えば核戦 争

の勃発 とい って も誇張 で ない状 況 にあ った。 その ような状 態 にあ りなが ら,国 際 構

造 は,米 ソの激 しい対立 か ら,中 ソの相克 に少 しず つ移行 し,か わって米 中接近 と

い う流 れが見 えは じめ てい た。換 言 す る と,中 ソの対 立が 激 しく,米 中が 近づ き,

ソ連対 ア メ リカ,中 国 とい う構 図が 浮上 して きたの であ る。 と くに,中 ソの対 立 を

緩和 させ る とい う ことが,国 際社 会 の大 きな課題 になって いた。

こう した状況 下 にあ って,池 田先生 の行 動 は,政 治 の表面 には出な いが静 か に異

彩 を放 った。 それ は,緊 張状 態 にあ った大 国間 の融和 をはか った のであ る。

1974(昭 和49)年5～6月,池 田先 生 は初 めて 中 国 を訪 問 し,中 国 の実情 をつ ぶ

さに視 察 した。 そ こで痛 感 した こ とは,中 国 は長 い歴 史 の停 滞 か ら脱却 し,今 新 中

国の建設 に燃 えてい る とい う息 吹 であ り,中 国の政 治指導者 も国民 も戦 争 な ど望 ん

でお らず,平 和 な国際環境 の構 築 こそが彼 らの願 望 であ る とい うこ とであ った。 と

くに,中 国 は,そ の歴 史 にお いて,わ ずか の例 を除 いて,自 らが先 に他 国 に攻 め い

った とい うこ とは なか った。 こ う した点か ら,先 生 は,中 国に はソ連 を攻 め る意図

はない と感 じ,こ の ような中国 の実情,と くに民衆 の素朴 な平和 を願 う心情 をぜ ひ

ソ連 の首脳 部 に伝 える必 要 があ る と確 信 した。

同年9月8日,池 田先 生 は初訪 ソ し,9月17日,コ ス イギ ン首相 と会 見 した18)。

話 題 は 中国 問題 に も及 び,先 生 は首相 に率 直 に聞 い た。 「中 国 はソ連 の 出方 を気 に

してい ます。 ソ連 は 中国 を攻 め るつ も りが あ るのです か」。首相 は答 え た。 「中国 を

攻撃 す るつ も りも,孤 立化 させ るつ も りもあ りませ ん」。 それ を中国 の首脳 に,「 そ

の まま伝 えて よろ しい です か」。 「結構 です。伝 え て くだ さい」。 政 治家 で は ない民

間 人 な らで は の飾 らない対 話で ソ連 側 の本音 を聞 き出 した池 田先 生 は,同 年12月

の第2次 訪 中の際,コ ス イギ ン首相 の言 葉 をその ま ま中国側 に伝 えた。 そ して,同

月5日,池 田先生 は周恩 来総理 と会見 した。周 総理 は病 の身 をお して,池 田先生 に

語 った19)。 「20世 紀 の 最後 の25年 間 は,世 界 に とって最 も大 事 な時 期 で す。 すべ

ての 国が 平等 な立場 で助 け合 わな けれ ばな りませ ん」 と。 その上 で総理 は,残 され

た四半 世紀 で,ア ジア と世 界 の平和 へ確 固た る レー ル を敷 きたい,そ して21世 紀

の 中 日の友 好 を断 じて成 し遂げ て欲 しい,と 望 まれ たのであ る。

中 ソ 間の この よ うな橋 渡 しを した あ と,池 田先 生 は,翌1975(昭 和50)年1月

13日,ワ シ ン トンの国務省 で,ア メ リカのキ ッシ ンジャー 国務 長官 と会 見 した20)。

キ ッシ ン ジ ャー は米 中 国交,米 ソの デ タ ン ト(緊 張緩和) ,中 東 での往 復 外 交 の成

功,ベ トナム戦 争 の和 平 協 定 な どを成 就 し,世 界 の流 れ を平 和 の方 向 に変 えて い

た。そ のた め,キ ッシ ンジャーの立場 か らして も,中 ソ問の和 平 を もた らそ うとす

る池 田先生 の行動 には異論 はなか った。 む しろ,中 ソ問の緊張 緩和 は,キ ッシ ンジ

ャー の手 の及 ぶ と ころ では な く,池 田先生 が そ の 間隙 を埋 め た とい って も よか っ
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た。

この ように,1974年 に池 田先 生 は中国,ソ 連 を相 次 いで訪 問 し,1975年 初 頭 に

は ア メ リ カ を訪 れ た。 わず か半 年 の 間 に,中 国,ソ 連,ア メ リカ の首脳 と話 し合

い,3国 の政治 指導 者 は と もに,そ れぞ れの立場 か ら平和 を望 んでい る こ とを確 認

し,こ の共 通 の思 い を,池 田先生 は,自 らの立場 か ら結 び合 わせ る こ とに成 功 した

ので あ る。 じつ に,池 田先生 の民 間外交 は,冷 戦構 造 の中 にあ って,米 中 ソが複 雑

にか らみ あ う構 図 を背 景 に,大 国間の融和 を推 進す る役 割 を果た した。 当時 この

よ うな ダイナ ミックな行動 を した人 は誰 もい なか っ た。平和 学の泰 斗 ヨハ ン ・ガル

トゥングは云 った。 「広 い意 味での 冷戦構 造 を崩壊 させ たの は池 田先生 です 」 と21)。

2)歴 史認識の壁 を超 えて

日本外交にとっての最大の課題は,隣 国である中国 と韓国の問にある厚い壁を乗

り越えられないことであった。人口13億 をかか える大国 ・中国,日 本 と最 も隣接

し文化 も共有 していることが多い韓国。この両国との真の友好なくして日本の安定

と繁栄,ひ いてはアジアの平和 はない。 日本の安定にとっても,ア ジアの平和 にと

っても,日 中間の三国間の友好関係の樹立は不可欠の問題である。それを邪魔 して

いるのが,過 去の戦争体験の記憶 と歴史認識の問題である。日本政府や,一 部の 日

本 国民 は,当 時の国際情勢や自民族 の誇 りから,中 国や韓国に対 して も依然 として

高圧的態度を採 り,両 国に屈するようなことは回避 している。それが,両 国の 日本

に対する不信や怒 りとなって,3国 間の心か らの友好交流は困難になっている。未

だに日中と日韓の問には,ギ クシャクしたものが残 っているのである。

こうした状況にあって池田先生の態度は明快である。中国や韓国は日本にとって

文化の大恩人である。仏教 儒教をはじめ多くの思想 学問,文 化,芸 術 そ して

政治制度などは両国か ら学んだ。日本から留学生として両国へ学びに行った人は多

いし,ま た,渡 来人 として,そ れ らの国の人が 日本 に来て,日 本 に住みついた例 も

数知れ ない。古来から,日 中韓 の文化交流 は行われていたのである。こうした中

で,日 本に とって中国,韓 国は文化 の大恩人であることに変わりなく,こ の恩 を日

本は絶対に忘れてはな らない。日本にとって,中 国,韓 国は師匠の国であ り,兄 と

もいえる存在 である。その大恩ある国々の信義を日本の軍国主義政府は踏みにじっ

たのである。この蛮行は決 して許せるものではない。日本は,中 国,韓 国 に対 し

て,心 か らの信頼 と友情の誠を尽 くしていかなくてはならない。大要これが池田先

生の心情であり,中 国 と韓国に対す る態度の基本理念である。これに,人 間主義の

哲理が重 な り,誠 実 な姿勢で,両 国に対す るとい う行動や振舞いが生まれてきてい

るのである。以下,中 国 と韓国の場合 を具体 的に見ていくことにする。

1)中 国1968(昭 和43)年9月8日,池 田先 生 は第11回 学 生 部総 会 で歴 史 的

な 日中 国交 回復提 言 を行 った。そ こで の主張 は,① 中 国政 府 の存 在 を正式 に認 め る

こ と。② 中国 の国連 にお け る正 当 な席 を用意 し,国 際 的な討議 の場 に登場 して も ら

う こ と。③ 日中 は広 く経済 的,文 化 的な交 流 を推 進す る こ と。 であ った22)。 当時,
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日本政府 を初め,多 くの国民 は台湾政府 を唯一・の合法的な国家として認めてお り,

中国を正式 に国際社会 における国家 として承認することに抵抗があった。とくに,

冷戦構造の中で,共 産主義国を標榜す る中国には敵意や反感すら覚える人たちが多

かった。その状況下で,池 田先生 は,私 は共産主義 に同調するか ら中国を承認せよ

というのではない。むしろ毛沢東主義の本質は民族主義であ り,広 大 な国土を擁す

る中国を統一 し,発 展 させ ようとするナショナ リズムにも近い。こうした中国人民

の心情 を理解するとともに,地 球民族主義 とい ううえか ら7億1千 万(当 時)の

人々をかかえ,三 千年以上の歴史 をもった民族 ・中国を無視することはあまりに不

自然である,と 訴えたのである。アジアの繁栄と世界平和のためにも,日 中国交回

復 を果た し,中 国を国際社会 にお ける正統 な政府 と認めることを強 く進言 したの

が,池 田先生の提言であった。

この先生の発言は当時大 きな反響を呼び,ニ ュースの トップを飾 るとともに,各

界に大 きな反響 を呼び起 こした。ある人たちは提言に反対の論陣を張 り,あ る人々

は心か らの賛同の声 を寄せた。中でも,長 年,日 中国交回復 を願い,行 動 してきた

中国文学研究者竹 内好は,月 刊誌 『潮』 に 「光はあったのだ」との評論を寄せ,感

動 を記 した。 そ して,「 徳 孫 な らず。仁人は稀 であ るが,天 下 に皆 無ではない」

と絶賛 した。「ここに先憂の士」がいたのである23)。

とくに中国側がこれを見落 とすはずはなかった。情報を把握 した中国の周恩来総

理は,池 田先生 と創価学会に深い関心を示 し,日 中友好の橋渡 しとしての役割を付

与 した。一・方,池 田先生 は,具 体的にその任務 を遂行するにあたっては政治次元の

問題なので,公 明党に託 した。公明党 は自民党政府 と中国側 との仲介の労をとり,

1972(昭 和49)年9月29日,日 中国交正常化 が実現するにいたったのである。池

田先生の日中国交正常化提言か ら4年 後に正常化 は実現 した。それは異例の早さと

いってよかった。国際情勢の動きがあったとはいえ,池 田先生の日中国交回復に果

た した役割が無視できないものであったことはいうまでもない。中国側の各界の

人々は,今 で も口をそろえてい う。た とえば,2008(平 成20)年5月8日,池 田先

生 と会見 した中国 ・胡錦濤国家主席は,次 の ようにのべた。「長期 にわたって(池

田先生は)中 日友好 に尽力 された。数年前の日中が困難な状況にあるなかで政治的

な難局を打開するために重要な役割を果たされた。心から感謝申し上げる24)」と。

じつに,日 中友好 に果た した池 田先生の民間外交の力は大きく,そ れは燦然 と今 日

光を放 っているのである。

2)韓 国1998(平 成10)年5月,池 田先生は韓国ソウルにある名門慶煕キョン

ヒ大学から名誉哲学博士の学位を授与された。翌1999(平 成11)年5月 には,同 じ

く同国の国立済州大学か ら名誉博士号を贈られた。以後,韓 国の大学か ら続々と先

生に名誉学位が贈 られることになった。

韓国といえば,日 本の隣国であ りなが ら,両 国間の関係が必ず しもよ くはない国

である。その原因は,ひ とえにかつての 日本の軍国主義政府による韓国躁躍にある

といってよい。慶煕大学の創立者 ・趙永植学園長 も悲劇の体験 をもつ。すなわち,
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趙博士は,第2次 世界大戦 の時,日 本軍に学徒兵 として強制 的に徴兵され,平 壌 に

いた。その折,母 国のために決起 したが,捕 らえ られ,6ヵ 月を超 える獄 中生活 を

余儀な くされたのである。済州大学の趙文富総長も,少 年時代,日 本の植民地統治

が本格化 した時,経 済政策の一環 として,先 祖代々,受 け継いで きた土地の多 くを

父が失って困窮するという凄惨をなめている。両大学の指導者は,と もにかつての

日本政府によって残酷な仕打ちを受けている。その経験は,簡 単 に消去で きない も

の として胸 中に刻印されているに違いない。それがなぜ,池 田先生に名誉学術称号

を贈 り,先 生 を称賛するまで になったのであろうか。

それはひとえに,池 田先生の前述 したような韓 国に対する姿勢,歴 史に向 きあう

真摯な態度に他ならない。「無窮花ムグンファの花咲 く,美 しい朝の国一。その昔,

仏教 も,文 学 も,日 本 に伝 えて くれた文化大恩 の国一。一番近い隣iの国 ・韓 国
25)
。」その国を偏狭 な国家主義 に狂 った日本は冒涜 した。この歴史を日本人は絶

対に忘れてはならない。このような池田先生の発言を聞いて感動しない韓国人は一

人もいない。気むずかしく,ぎ こちない態度で接 していた韓国の友人も,池 田先生

のこの一・言 を聞 くだけで,そ れまでの態度が氷解 し,人 なつ こく,真 の友人 として

の姿勢で接 して くる。慶煕大学の趙永植学園長も,済 州大学の趙文富総長 も皆池田

先生の歴史認識,そ の上 に立った 日韓関係の新 しい構築一これに心から賛同を惜し

まないのである。

創価大学の1期 生 に金俊子 さん とい う女子学生がいた。彼女は在 日韓国人であ

る。日本に生まれ,日 本 に育 ちなが ら,祖 国に対す る日本の迫害の歴史,父 母や同

胞に対する 日本の酷い仕打ちに心を痛めていた。日本の創価大学にいることは祖国

に対する背信行為なのではないかと自分をせめることもあった。そんな時,創 立者

である池 田先生に会 い,先 生の暖かい慈愛 に包 まれた。「アメリカ人だとか日本人

だとか,ま た国家だとか民族だとか,そ んなことは問題ではない。そんなことはち

っぽけなことです。自由にのびのびと頑張 りなさい26)」と先生は激励 される。そし

て,創 価 大学の写真 の裏 に次の ように揮毫した。「元来,人 間には国境な どはなか

った。それがいつしか人為的に,国 境がつ くられていった。ゆえに私共は 国境の

奥の次元の 人間連帯に 美 しくも昇華 しゆく 此の世に到達 し生 きゆくことを忘

れまい」と。彼女はまた,池 田先生に,韓 国の民謡のレコー ドを贈 ったことがあっ

た。そのとき先生は 「光差す 友の民謡聞き 華の夜半」とのお礼の句を届けられ

た27)。金 さんはこれによって心の闇が晴れ,今 では税理士 として活躍 されている。

池田先生のこのような韓国に対する歴史認識や,韓 国の人々に対す る態度 は,ま

さに国家の壁 を超 えて,多 くの韓国の人々の共感をえている。再び,趙 永植学園長

の言葉 を紹介 しよう。「私には世界のたくさんの国々に友人がおります。その中で

最も尊敬する一人が池田先生であると,私 は明言 してはばか りません28)」と。 ま

た,済 州大学の趙文富総長はい う。池田先生のような人に 「名誉博士号を差し上げ

るのでなければ,誰 に差 し上げるのだ。このような人に差 し上げることこそ,私 た

ちに とって光栄ではないか29)」と。ちなみに,済 州大学 は開校 して47年 間,一 度

も外国人 に名誉学位 を授与 したことはなかった。初の学位を日本人に授与するとい
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うので,学 内で は 「納 得 で きない」 とい う教 授 もい た。 そ う した人 に対 して,趙 総

長 は きっぱ りと上記 の よ うに言 った とい う。 池 田先 生 の民 間外 交 は,国 家 が で きな

い こ とを推 進 し,水 面 下 で,国 民 の心 を結 び合 わせ て い るのであ る。

3)人 間 の心 の扉 を開 い て

池 田先 生 の対話 を武器 とす る民 間外 交 はあ らゆ る民 族 や国家 の壁 を超 えて い る。

7000人 に も及 ぶ 世界 の 指導 者 や識 者 との対 話 に は,民 族,人 種,国 家 の差 別 を感

じさせ ない。 また,世 界 の著名 な大 学 か ら贈 られ た230を 超 え る 「名 誉 学術 称号 」

は,学 問の あ らゆる分野 にまたが って いる。法律,経 済,教 育,哲 学,文 学,そ し

て理 学,農 学,工 学 にいた る まで,人 文,社 会,自 然科 学 を問 わない幅広 い学 識 の

持 ち主 であ る こ とをそれ は物 語 ってい る。 まさに人 間外 交 であ る とい うこ とを感 じ

させ る もの であ る。池 田先生 の外 交 は,人 間そ の ものの心 の扉 を開 く愛 の鍵 なので

あ る。

1974(昭 和49)年5月,第1次 訪 中の時,池 田先 生 は 中国 の幅広 い,各 界 の人 た

ち と交 流 を深 めた。 中で もと くに青 少年 との 出会 い を大切 に した。 あ る学校 で,先

生 は一・人 の少 女 の質 問 を受 けた。「あ なたは なんの ため に中国 に来 られたの ですか」。

先 生 は即 座 に答 えた。「あ なた に会 い に来 た ので す30)」 と。少 女 の顔 には,一 瞬 に

して うれ しそ うな笑 みが こぼれ た。 また,同 年9月 の初 訪 ソの際 は,「 なぜ 宗教 を

否 定 して い る ソ連 な どに行 くのか 」 との批 判 を受 け た。 それ に対 して先 生 は,「 そ

こに人 間がい るか らです」 と答 えた31)。

先 生 の外 交 に はぶ れが ない。 国際社 会の思 惑 とか,国 家 の利益 な どを超越 して い

る。 た だ,人 間の心 の扉 を開 き,魂 の交 流 を深 め る との一 点 があ るだ けであ る。

ソ連 との交 流 の突破 口 になっ たの は,1973(昭 和48)年12月7日 の こ とで あ る。

池 田先 生 は,ソ 連科 学 ア カデ ミー会 員 のナ ロチニス キー と準 会員 の キム を創価 大 学

に迎 えて会談 した。 そ の時,ナ ロチニ スキー の 「なぜ入 会 され たの ですか」 とい う

質 問 をは じめ,次 々 と浴 びせ られ る質 問 に,池 田先生 は 明解 に答 え られ た。 そ し

て,先 生 か らは 「ソ連 に対 しては,日 本人 は怖 い とい う感想 を もって い る。 それ を

な くす には 『ソ連 に仏 教寺 院 を建 設 す る。 モス ク ワ大学 に仏教 講座 を新 設す る。教

育 国連本 部 をソ連 に設 置す る。 日ソ学生 文化 交流協 会 を開設す る』 こ とが考 え られ

る」 とい う提 案 が 出 され た32)。 しか も,こ うした会 談 は,堅 苦 しい雰 囲気 の 中で進

め られた ので はな く,な ごやか に行 われた。 た とえ ば北方 領土 の返還 とい う微 妙 な

問題 に は,先 生 は 「北 方領土 を私 に売 って くだ さい」 とい う意 表 をつ く形 で言 われ

た。 ナ ロチ ニス キ ーは思 わず,「 買 っ て ど うす る んです か」 と聞 いた。先 生 は 「そ

こにお寺 を作 ります 。寺 院 をつ くって,あ らゆ る人 が 自由に参詣 で きる よ うにい た

します 。 これ に よって,人 々 の心 は和 み,ソ 連 に親 近感 を持 つ で し ょう」,と ユ ー

モ ァを交 えて答 え られ た。 これ には,ナ ロチ ニスキ ー もキ ム も,大 笑 い し,微 妙 な

問題 に も何 か解 決 のた めの一筋 の光 明が投 げか け られた よ うな感 じになった。会 談

を終 えた あ と,ナ ロチ ニス キー は,「 池 田大作 とい う人物 はす ごい人 であ る とい う

こ とは聞 いて いたが,噂 に勝 る人間 であ る」 との 感想 を も ら した33)。 これが先生 の
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訪 ソへ の道 につ なが ってい くのであ る。

1990(平 成2)年7月27日,池 田先 生 は,ク レム リ ンにお い て,ソ 連 の ゴルバ

チ ョフ大統 領 と会見 した。会 見 の時 間 は1時 間半 で あ る。大統 領 と して は,異 例 の

最 長時 間で あ る。二 人 の会 見 は,池 田先生 の 「今 日は,大 統 領 と"け んか"を しに

来 ま した」 との発 言 で始 まった。 実 りあ る論争 を大 い に しま し ょう との意 味 で あ

る。話 は ゴルバチ ョフ大統 領 が進 め るペ レス トロイ カを初 め,あ らゆ る方面 にわた

り,対 話 の花 は大 き く開い た。 しか し,こ の会 談 には,ひ とつ の微 妙 な問題 が潜 ん

でい た。そ れ は行 きづ まった 日ソ関係 を打 開す るひ とつ の道 であ る懸 案 の ゴルバ チ

ョフ大 統領 が 訪 日を明 らか にす るか しないかが注 目されてい たの であ る。2日 前 の

日本 の国会代 表 団 との語 らいで は,ゴ ルバチ ョフ大 統領 が 日本 側 の領 土 問題 を冒頭

か ら持 ち出す とい うや り方 に腹 を立て,交 渉 は全 く不調 に終 わ ってい た。

池 田先 生 は絶 妙 に話 しを運 び,ゴ ルバ チ ョフ大 統領 に次の よ うに話 しか けた34)。

「大統 領 とライサ 夫人 の ロマ ンス は,よ く知 られ てい ます 。(中 略)新 婚 旅行 は,ど

こに行か れ たのです か。 日本 には,ど う して こ られ なか ったの ですか」 と。大 統領

はす か さず 応 じた。 「最初 の 質 問 には,訪 問 した と き答 え ます 。 日本 には,ぜ ひ行

きた い。 私 の念願 は,実 現 す る と思 い ます 」。 先生 は,「 ライサ夫 人 とお二人 で,春

の"桜"の 日本へ,秋 の"も み じ"の 日本 へ,美 しい季節 にお いで くだ さい」 と誘

った。 それ に対 して,ゴ ルバ チ ョフ大統領 は 「で きれ ば,春 に 日本 を訪 ねたい」 と

表 明 した。 こう して,史 上初 となる ソ連最 高指 導者 の 日本 訪 問が明言 され,実 現 し

た のであ る。

この対 談 を克 明 に読 んだ 平和 学 の ヨハ ン ・ガ ル トゥ ング博 十 は,驚 嘆 して のべ

た。 「池 田先 生 の対 話 は絶妙 です。 もし私 が外 交官 を養 成 す る教 官 だ った ら,池 田

先生 とゴルバ チ ョフ大 統領 とのや りと りを教材 に使 い ます。 先生 の発言 には,礼 儀

正 しさが あ り,ユ ー モ アがあ り,そ して前 向 きな,人 をはっ とさせ る斬新 な提 案 が

あ ります 。」35)と。

池 田先 生 の民 間外 交 は,国 家 や民族 を超 える。南 ア フ リカ共和 国 のマ ンデ ラ元大

統 領 との交流 も人 間外交 の一 端 を物 語 る。

ネル ソ ン ・マ ンデ ラは,南 ア フ リカのアパ ル トヘ イ ト(人 種隔離政策)に 抵抗 し,

1962(昭 和37)年 に逮捕 され た。以 来27年 半 にわ た り獄 中闘争 を展 開。 「絶対 にあ

き らめ ない男 」 とい われ た。 彼 の闘争 は,す べ て の差別 の撤廃 を実現 し,人 間の尊

厳 を勝 ち とるための戦 いで あ った。獄 中で母 の病死 を,長 男 の事故死 を知 った。そ

の苦 しみ を乗 り越 え,彼 は人 間解 放 の信 念 を曲げ なか った。

その死 闘が実 り,1990(平 成2)年2月11日,つ い に解 放 され た。晴 れて 自由 の

身 になっ たマ ンデ ラは,ア フ リカ民族 会議(ANC)の 副議 長 として,来 日す る こ と

に なっ たが,そ の折,「 ぜ ひ お会 い したい 」 と希 望 した のが,池 田先生 で あ った。

そ の年 の秋10月31日,東 京 で 両氏 は浬 遁 し,熱 い抱 擁iをか わ した。27年 間,南

ア フ リカの獄 中 にいたマ ンデ ラが,な ぜ池 田先生 を知 ったので あ ろ うか。 それ には

ひ とつ の運命 の糸 が働 いて いた36)。

それ は,南 ア フリカの詩人 ムチ ャー リの仲介 にあ った。 ムチ ャー リは黒 人解 放 の
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夜 明 け を謡 い,人 権 闘争 の炎 を詩 に綴 って い た。 そ ん な折,1985(昭 和60)年 に,

ムチ ャー リは,南 ア フ リカの教 育誌 『HIT(ヒ ッ ト)』に編 集 長か ら依頼 され,4週

続 けて随筆 を連載 した。 ムチ ャ.___リは,山 積す る南 アの子 供 の問題 に何 とか解決 の

糸 口 を見つ け られ る資料 はないか とさが してい た。 その 時 目につい たのが,日 本 の

文学 者 の友 か ら贈 られ た池 田先生 の著作 『私 は こ う思 う』(英 語版はrガ ラスの子 ど

もたち』)で あ った。 そ こに 目を留 め たムチ ャー リは,先 生 の主 張 に共 感 し,ま だ面

識 の なか った池 田先 生 の主張 を,東 洋 の哲 人 の思想 と して,子 ど もたちへ の メ ッセ

ー ジの意 を込 め て紹介 した ので あ る
。 そ こには こ う謡 われ てい た。「青春 とは,困

苦 に満 ちた時期 で あ る。 だが それ は,希 望 の光 が,溢 れ 出る時 で もある。 た えず未

来 に希望 を抱 いて成 長す る人 間 は,青 春 の歌 の,真 の歌 い手 で ある」,「彼 らの活力

を奪 うよ う な こ とをす るの は,自 分 の宝 物 を海 に投 げ込 む に等 しい行 為 で あ る」

等 々。

この ムチ ャー リの論 文 を獄 中 で 目に した の がマ ンデ ラで あ っ た。 長 い獄 中生 活

で,マ ンデ ラが 思索 し,生 きつ いた先 は,青 少 年 の健全 な育成 しか ない とい う結 論

で あった。 そ のマ ンデ ラの思索 の結晶 に池 田先 生 の言葉 が共 鳴 した。以 来,マ ンデ

ラは,池 田大 作 は どうい う人 か,ぜ ひお会 い した い と念願 す る よ うに なって いたの

であ る。

そ の彼 の夢 が実現 した のが,獄 中か ら解 放 された8ヵ 月後 であ った。1990(平 成

2)年10月31日 であ る。真 青 な晴 空 の も と 「ビバ1マ ンデ ラ1」 の青年 た ちの

大歓 呼が 響 く。 池 田先 生 は,500名 の青年 た ち と 「自由 の戦士 」 を歓 迎 した。 「戦

士」 の顔 は,く しゃ くしゃにほ ころび,左 手で先 生 の手 をつか み,右 手 を高 々 と揚

げた。 「1万 日の獄 中 闘争」 を勝 ち とっ た勝 利者 の姿 が そ こにあ った。 マ ンデ ラは,

「ぜ ひお会 い したい と願 ってい ま した。 日本 に来 た以上,お 会 いす る まで帰 れ ませ

ん」 と先 生 に語 った。

会見 の席 上,池 田先 生 は,マ ンデ ラ に詩 「人道 の旗 正義 の道」 を贈 って彼 の人

権闘争 の勝利 を讃 えた。 そ して,先 生 は,マ ンデ ラに5つ の提 案 を した。 「第1に,

教 育 の交 流 。第2に,南 ア フ リカの芸 術家 の招聰 。 第3に,『 人権 』 をテー マ に し

た展示 会 の 開催。 第4に,「 反 アパ ル トヘ イ ト(人 種融離)の 写真 展』 の開催 。第5

に,『 人権 講座 』 の 開催 」 であ る。 マ ンデ ラ は,そ の ひ とつ ひ とつ に大 き くうなず

き同意 した。 そ の提 案 は後 にす べ て結実 され た。

池 田先 生 と会見 した夜,ア フ リカ各 国 の駐 日大 使 主催 でマ ンデ ラの歓 迎会 が開 か

れた。席 上,マ ンデ ラは訪 日の印象 を以下 の よ うに語 った。 「滞 日中,最 も嬉 しか

った こ とは,池 田先生 にお会 い した こ とです。 また,そ の 際若 い学 生 の方 々 らが温

か く迎 えて くだ さ り,歌 まで歌 っ て くだ さ った。私 は,27年 間,囚 わ れ の身 で戦

って きま した が,"こ れ で,そ の努 力 が報 わ れた"と 思 い ま した」 と。 翌 日,成 田

空港 を発 つ際 も,マ ンデ ラは,見 送 った各 国大使 の方 々 に も,池 田先 生 との 出会 い

を 「訪 日の最大 の思 い出」 と して語 ったの であ る。

それか ら5年 の歳月 が ながれ た。 自由選挙 を経 て,マ ンデ ラは南 ア フ リカ共和 国

の大 統領 に選 出 され,1993(平 成5)年12月 に は,デ ク ラー ク大統 領(当 時)と と
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もに ノーベ ル平 和賞 を受賞 した。 そ して,1995(平 成7)年7月,国 賓 として再 度,

来 日した。 会 見 の冒頭,マ ンデ ラ は池 田先生 に語 った37)。 「お 会 いで きるの を楽 し

み に して い ま した。5年 前 の会見 の模様 も,は っ き り覚 えて い ます 。 あの素 晴 ら し

い歓迎,創 価 大学 の学生 の皆 さん も,じ つ に温 か く迎 えて くだ さった……。 忘 れ ら

れ ませ ん」 と。 会見 の 中で,5年 前 と同 じ く,池 田先 生 は後継 者 問題 を話題 に出 し

たが,マ ンデ ラは初 め て,「 後継 者 は,え え,お ります 」 と意 中の人 の存 在 を明 ら

か に した。 そ の人 こそ,後 に大統領 にな ったムベ キで あっ た。

1998(平 成10)年4月,副 大統 領 と して来 日した ムベ キ と池 田先 生 は東京 で会 見

した。 ムベ キ も28年 の亡 命生活 を耐 えぬい た人権 の闘士 であ る。頭 の回転 が速 く,

他者 への尊 敬心 が強 い。民 衆 の苦悩 に敏 感 な人物 で ある。 マ ンデ ラはそ こを見抜 い

た ので あ る。池 田先 生 はマ ンデ ラの ムベ キ に対す る以 上の評価 をムベ キ に素直 に伝

えた。 す る とムベ キ は先生 に,「 い えい え大統 領 が なぜ,私 をほめ るのか,実 は理

由が あるん です。本 当 の と ころ,大 統 領 は私 に借 金 して い ま して,返 した くない も

の だか ら,私 を,お だて るの です 」,と 答 え,会 談 の席 は爆笑 に弾 けた。 二 人が い

か に強 い信頼 関係 で結 ばれ ていた か を物語 る証左 であ る。

この 会談 か ら1年 後 に,ム ベ キ は選挙 を経 て 大統 領 に就 任 す るが,そ れ に あ た

り,彼 は 「ア フ リカ ・ルネサ ンス」 を唱 えた。 ムベ キ は池 田先生 に言 葉 を続 け た。

「ア フ リカ の国民 は皆,い ろい ろな問題 に直面 して い ます。 それ に挑戦 しな けれ ば

な りませ ん。課 題 に挑戦 す るに当 た り,私 た ち と して は,『 日本 と 日本 国民 の皆 さ

んは私 たちのパ ー トナー であ る』 との感触 を もってお りま した。 それ を今 回,確 認

しま した。そ して,こ の場 所 に来 て,私 たち は強 く,そ の こ とを 『実 感』 で きたの

です 」 と。 間 髪 を入 れず 池 田先 生 は答 え た。 「これ まで,一 ・番 抑圧 され て きた

人 々 こそ が,一 番,勝 利 し,一 番,偉 大 な幸 福 をつ かむ権 利 が あ ります。 反対 に,

い じめた側 は,や が て夕 日の ご と く沈 んで い きます。 これが歴 史 の鉄則 です」38)と。

池 田先 生 は1960(昭 和35)年10月,初 め て ニ ュ ー一ヨー クの 国連 本 部 を訪 ね た。

そ こで生 き生 きと働 くア フ リカの若 い指 導者 た ちの姿 をみ て,「21世 紀 は アフ リカ

の世 紀」 と喝破 され,以 来,ア フ リカ諸 国 と多彩 な交流 を重 ね て きた。2008(平 成

20)年1月 の 「1・26記 念提 言」 の中 で も,「 ア フ リカ青 年パ ー トナー シ ップ計 画」

の設置 を提 案 し,青 年 に対 す るエ ンパ ワー メ ン トを押 し出す こ とを勧 めて い る39)。

池 田先 生 は,50年 近 く,ア フリ カを一・貫 して温 か く見守 り,そ の発 展 に陰 に陽 に

支 援 を惜 しまなかった。 アフ リカの国 々の池 田先生 に寄せ る信頼 には絶 大 な ものが

あ る。

民 間 レベ ル の交流 に話 を戻 そ う。 アメ リカ にモ アハ ウス大 学 とい う大 学が あ る。

この大 学 は,公 民権運動 の指 導者 マ ーチ ン ・ル ーサー ・キ ングの母校 で あ る。 キ リ

ス ト教 プ ロテス タ ン トの一教 派 であ るバ プテ ィス ト教会系 の黒 人大 学 だ。 この大学

にキ ングの遺 影 を顕彰 す るた め,キ ング国 際 チ ャペ ル とい う教 会 が 設置 され てい

る。実 は,こ の教 会 が 主催 す る 「ガ ンジー・,キ ング,イ ケ ダ展 」 が,2001(平 成

13)年 か ら,世 界各 国 を巡 回中 であ る。展示 では,そ の名 の示 す とお り,イ ン ド独

立 の父 で あるマハ トマ ・ガ ンジー と,公 民 権運 動 の指 導者 マ ーチ ン ・ル ーサー ・キ
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ング,そ して,池 田先生 の3人 を,人 類 の偉 大 な指導 者 と して顕 彰 し,そ の足 跡

業績 を紹 介 して い る。2006(平 成18)年 まで に,21ヵ 国 ・地 域 で 開催 され,35万

人余 りが鑑 賞 してい る。

これ につ い て,事 情 を知 らない人 は,創 価学 会 が宣伝 のた め に開催 してい る と曲

解 して いる よ うであ る。 とこ ろが 実態 は,創 価 学会 とは全 く関係 はない。 ア メ リカ

の キ リス ト教 会系 の大学 が 自主 的に開催 して い るのであ る。 このチ ャペ ルの所長 で

あ る ロー レ ンス ・エ ドワー ド ・カー ター は,こ の展 示 の 目的 を次 の よ うに説 明す

る。 「放 っ てお け ば,風 化 して しまっ たか も しれ ない。 ガ ンジーや キ ングの非暴 力

の思想 に新 た な息吹 を吹 き込 み,行 動 す る人物,池 田会 長 の存 在 を知 った とき,本

当 に,こ うい う人物 がい たの か と驚 きま した」40)と。実 に価 値 あ る思想 や人物 に光

をあ て,そ れ を普遍 的 な精神 に まで 高 めて永 続 化 をはか って い く池 田先 生 の行 動

は,見 る人 に とっては驚異 の存在 として わか るのであ る。 カー ター所 長 自 ら9ヵ 国

に赴 き,展 示 を実現 し,そ の意 図 を語 って い る。所 長の 池 田先 生 の思想 を世界 に広

め たい との熱意 は赤 々 と燃 え てい る。

以上,3つ の角度か ら池田先生の民間外交のいくつかをみてきた。これによると,

先生の民間外交がいかに卓越 したものかがわかるであろう。また,そ の外交姿勢に

全 くプ レがないことも理解できよう。あくまで対話を武器に,人 間主義の視点に立

ち,国 家でな しえない きめの細かい外交を展開しているのである。しかも,時 代 の

流れの うえからあるべ き国家の視点を提示し,そ の方向に国家をリー ドしている。

今 日,民 間人やNGO(非 政府機関)の 働 きは看過で きないものになっている。民

間人やNGOの あ り方 としては,国 家や国際機関 と対立するものではなく,そ れ ら

と協調,協 力 し合いなが ら,時 にはそれ らにはで きないことを補足していくことが

望ましい。民間人やNGOの 役割は,国 家や国際機 関と自然 な形 で相即不離の関係

に立つことが理想的といえる。池田先生の民間外交は,ま さにこの形 をとってい

る。時には国家を後押 しし,時 には国家の不足 している部分 をさりげなく補い,時

には,ギ スギス した関係 にな りがちな国家間関係を円滑化する潤滑油としての役割

を果たしているのである。こうした池田先生の人間外交について,東 京大学教授 の

市川裕は次のように指摘する。

「思えば,日 本の軍国主義に反対 し,牢 獄 に入 り獄死 した 日本人がいたというこ

とが,ど れほど世界に対 して誇 りとなるか。それを語り継 ぐ池田氏の世界的実践行

動によって,日 本が どれほど救 われて きたか。我々日本人はもっとそのことを自覚

し,肝 に銘ずる必要がある。世界へ出て行けば行くほど,諸 外国の現代史を知れば

知るほ ど,そ の思いは募 り,感 謝の念が こみ上げて くるはずである。今,世 界が望

む指導的人物 としてこの人の名を挙げて,そ の行動 に学び習 うことは,時 代 をとも

に生 きるものの無上の喜びではなかろうか」41)と。

池田先生の対話 を武器 とした民間外交は,広 く世界 に受 け入れ られ,21世 紀 を

平和の世紀 にするべ く,人 々をリー ドしているのである。
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5.む すびにかえて

池田先生は,自 身の平和行動の原点を3点 にわたってまとめ られている42)。

第1は,先 生 自身の戦争体験である。第二次世界大戦で先生は出征した長兄をビ
うしな

ルマで喪い,家 を空襲で失った。 とくに,長 兄が中国に出征 し,一 時帰 国した とき

に語っていた言葉が脳裏を離れないという。それは,「 戦争は決 して美談 なんか じ

ゃない。結局,人 間が人 間 を殺 す行為 で しかない。そんなことが許されるもの

か」43)というものであった。誰 よ りも優 しかった長兄だけに,そ の激 しい言葉は先

生の胸 に深 く突き刺さったという。そして,そ の長兄が戦死 した とき,気 丈な母が

遺骨を抱 きかかえ,身 体 を震わせて悲 しんでいる姿 は永遠に忘れられないと強調す

る。一人の青年として,池 田先生は身 をもって,戦 争の愚劣 さ,醜 悪 さを,無 惨 さ

を痛いほど味わったのである。

第2に,師 の精神 の継承である。第2次 世界大戦の さなか,軍 国主義 と戦った牧

口常三郎,戸 田城聖の両氏 は逮捕 され,牧 口は獄死 した。生 きて出獄 した戸田は,

師匠 ・牧口の精神を継いで平和の闘争を開始 した。池田先生は,そ の戸田の叫びで

ある 「この地上から悲惨の二字をなくしたい」との夢を継承 し,実 現するために人

生のすべてをかけているのである。

第3に,宗 教者 としての社会的使命である。宗教は単に座 して自分の悟 りを開け

ばよいというものではない。苦悩する人々や世界に向かって,敢 然 と立 ち向かい,

問題を解決 してい くのが大乗仏教の魂である。戦渦や貧困,そ して環境破壊が進行

す るこの世界にあって,平 和の旗を毅然 と掲揚 し,行 動 しているのが池 田先生であ

る。

こうした先生の姿に,世 界の心ある多 くの識者が,ま た人々が,称 賛の声 を惜 し

まず,先 生の平和思想 を広 く受け入 れている。50数 年前,核 戦争の悲惨 な結果 を

警告す る宣言書 「ラッセル=ア インシュタイン宣言」に署名 し,池 田先生 と何回か

会見 して,対 談集 「地球平和への探求』 を著したジョセブ ・ロー トブラット博士は

次のように語った。「池田先生の言葉は,絶 望 に苦 しむ人々に希望 を与 え,弱 き者

に強さを与え,敗 者に勇気 を与 える」44)と。 じつに先生の言動は,行 き詰 まった世

界に希望 と強靱 さと勇気 を鼓舞する一条の光明となっている。

ロー トブラット博士は次のようにも指摘する。「長年にわたり,世 界の平和 につ

いての考 え方は,古 代 ローマの格言 『平和 を願 うならば,戦 争の準備 をせ よ』 に込

め られた思考が支配的でした。(中略)し か し歴史 を通 じて,戦 争へ の準備 が,概

して平和 ではな く,戦 争 をもた らして きたことは,ま ぎれ もない事実です。(中略)

今,人 類が第三の千年紀 に生 き残 るために,こ の古代 ローマの格言を,『 平和 を願

うならば,平 和 の準備 をせ よ』 という格言へと書き改めるべ きです」45)と。

じつ に,池 田先生の平和思想 は,「 平和 を願 うため に,平 和 の準備 をす る もの」

に他な らない。それは決 して現実を無視 して単に平和を祈 り,平 和 を説 くものでは

ない。 しっか りと現実の大地に深 く根をおろし,平 和 の理念を高 らかに掲げなが ら
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荒れ狂う人間社会の中での行動に裏付けられている。戦争の根 となる原因を断ち切

って,平 和 の種子を植 えつけている。その種子はやがて大樹となり,平 和の大輪を

咲かせ,平 和の果実 を実 らせてい くことになるであろう。
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